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　えづりこ古墳まつりは23日、雨模様のため江釣子
地区交流センターに移して行われました。

　供養式典で祖霊に祈りをささげたほか、古代ファッ

ションショーやカムイ鍋の販売など多彩な催しが繰り

広げられ、来場した地域住民らは先人の霊を慰めつつ

地域の伝統文化の魅力を再確認していました。まつり

は、国指定史跡｢江釣子古墳群｣に眠る先祖の霊を供養

すると共に、遺産の重要性を再認識して後世に伝えよ

うと毎年行われています。

家族の連携で延焼を防止

　北上地区消防組合は７日、同組合消防本部で及川

丞
じょう

君(江釣子中２年)と母の真奈美さんに対し、消防業

務一般協力者として感謝状を送りました。

　２日の午後４時ごろ、鳩岡崎１地割地内の東北自動

車道法面で発生した野火火災で、いち早く駆け付け初

期消火を行い延焼を防止し、煙による高速道路の交通

障害を未然に防ぐなど被害を最小限に食い止めた功績

に対して表彰されました。丞君は｢人の役に立てたの

がうれしい｣と話していました。

消防業務一般協力者表彰

えづりこ古墳まつり

｢

え
づ
り
こ
音
頭｣

を
踊
る
江
釣
子
地
区
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん

地域の伝統文化を再確認
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さまざまなイベント集結

　まるごとフェスタ北上2012は９日、北上総合運動
公園で行われました。

　ポンプ・はしご車の搭乗体験などができる消防フェ

スタ、障がい者福祉施設などの食品販売コーナーなど

が並んだ障がい者福祉展、環境展、交通安全教室など

が行われ、多くの家族連れなどでにぎわいました。

　放水体験をした三浦景
け い き

己くん(金ケ崎町・４歳)は

｢面白かった。消防士になりたくなった｣と笑顔で話し

ていました。
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全演目を披露し節目祝う

　岩崎鬼剣舞享保伝授280年祭は16日、岩崎城跡地と
鬼の館で行われました。

　享保17(1732)年の秘伝書相伝から280年の節目にあ
たることから企画され、岩崎鬼剣舞のほか同団体から

直接秘伝書を伝授された全11団体が集結。岩崎城跡
地の鬼剣舞供養塔前では念仏供養式、鬼の館屋外ス

テージで鬼剣舞全18演目公演が行われ、岩崎２区の
敬老会の対象者や市内に避難する震災被災者など約

500人に披露しました。

まるごとフェスタ北上2012

岩崎鬼剣舞享保伝授280年祭
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縄文の昔に思いを巡らせ

　更木八天縄文まつりは９日、国指定八天遺跡特設会

場で行われました。町民が同遺跡の価値を見直し理解

する機会にしようと平成20年に開催され、今年で５
回目。更木神楽の奉納の後、縄文食の試食や火おこし

体験、縄文クイズなどが行われ、参加者は現代とは全

く違う縄文時代の生活に思いを巡らせていました。

　火おこし体験をした都鳥誠
まこと

君(鬼柳小１年)は｢難し

かったけど、楽しかった｣と普段できない体験に喜ん

でいました。
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色とりどりの花壇に感心

　北上市花いっぱいコンクールの入賞花壇が決まり、

その見学会が５日、行われました。

　花が好きな市民73人が参加し、各部門で最優秀賞
などを受賞した地域や施設などの花壇を見学。色鮮や

かな花が咲き並ぶ様子に感心していました。

　最優秀賞に輝いたのは、地域の部が口内３区つくし

会(初受賞)、学校の部が照岡小学校(初受賞)、職場の

部が鬼柳地区交流センター(５年ぶり２回目)、ファミ

リーの部が伊藤文雄さん(成田・初受賞)でした。

花いっぱいコンクール入賞花壇見学会
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百歳これからもお元気で

　稲瀬町にお住まいの菊池クマヨさんが百歳を迎え

18日、自宅に髙橋市長が訪問し祝い状と記念品を贈
りました。

　クマヨさんは大正元年９月15日、金ケ崎町生まれ。
22歳で故俊夫さんと結婚し、子１人、孫２人、ひ孫
４人に恵まれています。歌を聞くのも歌うのも好きで、
江刺追分を美しい歌声で披露していました。

　長男の進さんは｢これからも元気で長生きして欲し

い｣と話していました。

　特別養護老人ホーム八天の里に入所している牧野タ

エさんが百歳を迎え８月29日、同施設で祝う会が開
かれました。タエさんは大正元年８月29日、秋田県
大仙市生まれ。故賢治さんと結婚し、子２人、孫２人、

ひ孫２人に恵まれています。編み物が得意で婦人会で

教えていたこともあるそうです。

　タエさんは｢お祝いをしてくれて、ありがとうござ

います。皆さんとここで話をするのが楽しいです｣と

感謝していました。

菊池クマヨさん

牧野タエさん


